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平
成
２３
年
１１
月
４
日
発
行（
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
発
行
）

〒
０２８
-７１９２

岩
手
県
八
幡
平
市
大
更
３５
-６２

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.hachimantai.lg.jp/
Nov.2011 No.138

■
発
行

岩
手
県
八
幡
平
市

■
編
集

企
画
総
務
部
総
務
課


0195-76-2111


0195-75-0469

■
印
刷

山
口
北
州
印
刷
株
式
会
社

広報

この大イチョウは、旧松尾村が有形文化財として指定した巨木の一つです。目通りの太

さ（周囲）は７.６㍍、樹高およそ２０㍍、樹齢は推定３２０年（指定時）といいます。地上２㍍

ほどのあたりからほぼ水平に張り出した無数の枝が絡み合い、一本の木でも森を思わせる

ほどの迫力で、鬱蒼とした影を落とす夏場の樹下は、炎天下でも涼しいくらいです。イ
うっ そう

チョウは雌雄異株ですが、この木はメスで秋にはたわわに実を付けます。筆者も子どもの
い しゅ

頃はこの実を拾って囲炉裏で焼いて食べるのが楽しみの一つでした。
い ろ り

誰が、何時、何の目的で植えたのか、証拠となる文献などはありませんが、南面の幹周

りに垂れ下がる気根が垂れ乳を思わせることから、昔から乳神様として信仰の対象になっ
き こん ちち がみ さま

てきました。これに触ると乳が出ない人は出るようになり、乳が張って苦しい人は楽にな

るといわれ、特に既婚女性が訪れることが多かったといいます。また、その昔、ここには

稲荷神社が祭られ、井森の白狐、稲荷神様といわれる白狐がいて、近くの駒形神社や大神

宮などを往来して神に仕えていたといわれます。

（文・八幡平市文化財保護審議会委員畑謙吉）

《参考文献》・松尾の文化財（１９８０・１９８３村教委）・岩手郡の伝説（１９７９・太田忠雄）
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所 在 地 :松尾寄木第２４地割地内
指定年月日 :昭和５０年１０月１１日(市)
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